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I はじめに
筆者は2000年8月2日～11日まで、オーストラリ アのMt.Bullerスキー場においてスキー場の
環境、スキー学校のシステム、スキー指導方法の調査を行った＊ので、その概要を報告し、わ
が国におけるそれらと比較することによって、わが国における生涯学習スポーツについての課
題を提言する。
調査方法は、筆者自身の調査および、 スキー学校の校長であるBerndGr巴berやその他のスキ
ーインストラク ターによる聞き取り調査によって行われた。
Il スキー場概要
Mt.Bullerスキー場は、 1924年に開発されて以来、リ フト・ Tパーを合わせて25機、ゲレンデ
数約60コースとオーストラリ アでも大規模なスキー場である（写真1）。人工降雪機が完壁に
整備され、スノーメイキングは昼間でも行われ、 雪の少さを補っている。ナイタースキーはオ
スー トラリアでは、ここだけであり、毎週水 ・土曜日の2回、19時～21時まで、行われている。
スキーシーズンは平均的には7月の初旬から 9月下旬の3ヶ月（良い時で、6月中旬よ り10月
中句まで）と比較的短い。大都市メルボルンから約250km、車で約3～4時間と離れた場所に
位置するにも関わらず、日帰り客も多い。自分で運転するか、もしく はパスツアーが企画され
ている。また、3～7日程度宿泊していく滞在型の人達も多い。スキーに熱心な人や自分の別
荘などがある人は、毎週末金から翌週の日曜日まで滞在したり、 1シーズン滞在する人もい
る。
ピレッジ（村）はおよそ3km×l.5km四方の中に位置し（写真2）、総計約200戸の宿泊施設、
レストラン、個人宅などがある。ビレッジ内は24時間、一回 1ドルのタクシー が循環している。
スキー場のリフト代は一日券が大人50Aドル（オ スー トラ リアドル、 IAドル二約70円）、子供
27Aドル、午後券が大人40Aドル、 子供19Aドルである。リフト営業は8: 30～17: 00までで
ある。 日本人のお客さんは5年ほど前より徐 に々増えてきている。 日本からのお客さんは団体
キ 本研究は平成12年度北海道浅井学園大学特別研究費の助成に基づき行われた。
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ツアーがほとんどで、一回20～30人位である。その他の日本人客は、メルボルンに住んでいる
人や、 ホームステイで来ている学生などもおり、また、フリーでl～2ヶ月ほど滞在している
学生などもいた。
m スキースクール・レッスンシステム
スキースタールは、大き く分けて、「一般」、「レース」、「キッズJ、「キンデイ ー」の4つの部
門に分かれている。「一般」 部門は成人向けの一般レッスンでグループレッスンとプライベート
レッスンの2種類がある。 料金は、グルー プレッスンでは、レッスンのみのチケッ卜で2時間
25Aドル、リフト券と レッスンを合わせたものは、 1日70ドル （2時間レッスン）で、プライ
ベートレッスンは1時間62Aドルである。札幌のスキー場と比べる と多少割高であると思え
る。
レッスン時間は、グループレッスンは9: 00～11 : 00、11: 00～13: 00、13:30～15: 30の
1回2時間で、プライベー トレッスンは随時行われている。技能レベルはl～6段階に分かれ
ている。レベル6は全くの初心者でこの層の受講生が一番多い。レベル5はブルークボーゲ
ン、レベル4はシュテムター ン、 レベル3はベーシックパラレルターン、レベル2は洗車東した
パラレルターン・小まわり、 レベルlはオールラウンドといっ様に明確に分かれている。レベ
ル5・6の初心者には 「デイスカパリー・チケッ トjという一日券と同じ料金に、 2時間のレ
ッスンが含まれているものがある。これは、初心者がスキー学校に入ってしっかり とした技術
を学ぶことにより、暴走などして事故等が起こらないようにするためである。日本には見られ
ないユニークなサービスである。
日曜日などは、1日500人以上の人々がレッスンを受け、スキースクールは非常に忙しい。
1グループは10人前後が平均だが、忙しい時は15人位になることもある。
「レースj部門はポールの指導を中心として行い、 州、｜のジュニアチームから、一般のレース
を楽しみたい人々まで幅広い指導を行っている。また、グループ単位でポールを申し込む事も
可能である（10人以下、 2時間、1コーチ、178Aドル）。 また、レースの運営も行っている。
「キッズ」部門は7才から17才までの子供を対象にレッスンが行われる。時間は、10:00～ 
12 : 00、13: 30～15: 30までの午前2時間、午後2時間のレッスンで、昼食も用意されてい
る。料金は、 半日40Aドル、一日50Aドルである。 このスキースクールでは会員制は 「レー
ス」部門以外とっていないので、すべてが単発の受講者である。 レベルは「一般」レッスンと
同じ6段階に分かれているが、特徴的なのは、各レベルをオーストラリアの動物と色によって
区別し、ゼッケンで表している点である。下のレベルから、ホワイトコアラ、グリーンポッス
ン、ブラウンコックト ゥ一、ブルーエミ ュ一、レッドウォンパット、ブラックカンガルーと全
てオーストラリアの動物によって分けられている（写真3）。子供達は、その動物の絵のつい
たゼッケンをしてレッスンを受けるので、子供にも、保護者にも、そして教師にも レベルが一
目で分かり、子供の目的意識もはっきりとして、非常にいいものである。また、これは、この
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写真3 子供用のレベル別ゼッケン
ホワイ卜コアラ
グリーンポッサム （色は左が白、右が、グリー ン）
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レッド・ウォンパット
ブラック・カンガルー （色は左が赤、右が黒）
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スキー学校独自のものではなく、オース トラリ アスキ一連盟によって決められ、オース トラリ
ア内の全スキー学校でこの様に分類しているので、 他のスキー場に行っても自分のレベルがす
ぐにわかるという素晴らしいシステムである。
「キンデイー」部門は3～6才までの幼児達を対象と したクラスで、 いわば、幼稚園、託児
所的な感覚である。レッスン時間はキッズと同じであるが、朝は9: 00から夕方4: 00まで子
供を預けることができる。このキンデイーは、おもちゃ、絵本、 テレビ、キッチン、 ベットル
ームなどを備えた独自の部屋がある（写真4）。 2時間のレッスンの中で必ずl度、休憩をと
り、暖かいココアや冷たいジュース、ビスケットなどを子供達は食べることができる。天気の
良い日は、外で休憩を取ることもあり、ピクニックのようである。クラスレベルはキッズと同
だカ人 ほとんどカ人 ホワイト コアラとグリーンポッスンである。
また、「マジック ・フォーレスト（魔法の森）Jというキンデイー専用のゲレンデがあること
も特徴的な事である（写真5）。これは、およそ幅20m×長さ50mほと守の小さなゲレンデで、
両端に2本のロープトー （ロープにつかまって、斜面を登ることができるもの）があり、ポー
ルやマットが設置されている。マットとは、カーペットやゴムの敷物で正方形を作り、子供が
登ること、止まることが容易に出来るように設置されているものである。このマジック・フォ
ーレストで、止まること、回転することなどが出来るよ うになったら、一般のゲレンデへと出
ることができる。ここは、 一般の人との接触事故なども無く、子供にとっては、非常に安全
で、快適な場所である（教師にとっては一番大変な場所だそうだが…）。 日本のスキー場にお
いては、 5歳以下の指導はあま りおこなわれておらず、見習うべき点が多った。
N レッスン内容
一散レッスンのグループレッスンのレベル6は初心者であり、ここでの指導において求めら
れることは、全くの初心者を、 2時間でポーマー （Jパーの様に股に挟んで乗るリ フト）を使
って、緩斜面でブルークボーゲンが出来るようにする事である。 10～15人の lグループが、ゲ
レンデ狭しと、多いときでは20～30グループが整然と指導が行われていた。指導時聞が少ない
ために、本当に必要最小限度のことだけを選んで行い、効率良く行わなければならないらし
し＇o
レベル5では、 ブルークボーゲンで様々な状況を滑り込ませ、滑走距離を多く経験させ、ス
キーに、より慣れさせ、滑走スピードもアップさせ、 外スキーにしっかりと乗り、内スキーの
エッジが僅かに切り換った、狭いハの字で滑ることを目標と してレッスンが行われる。
「キッズ」コースにおいては、ホワイトコアラは、「一般Jのレベル6同様に、止まること、
ブルークファーレン、そしてプルークボーゲンへと進むが、子供の場合は、体力、 年齢の影響
が非常に大きく 、全員が2時間でブルークボーゲンにいけることは少なく、平均的には、ブル
ークファーレンがおよそ 1回のレッスンの目標となり、少し経験のある子供や体力のある子供
はブル クーボーゲンまでいくことができる。「キンデイー」の幼児達の場合には、 プルークファ
103 
写真4 キンディー ・ルーム
キッチン キッチン
テレビや絵本 食事やお絵書の机
おもちゃ ベットルー ム
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写真5 マジック・フォー レス卜
全景（上から） 全景 （下から）
カーペットのマット ミニゲート
ゴムのマット ゴムのマット（拡大）
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ーレンで止まることが出来るよ うになるまでに平均して、2日位必要である。上達の早い子供
ではl目、 遅い子供では、 3日位必要で～ある。これは、脚力がないために、 スキーをハの字に
聞くことや、それを維持することが非常に難しいからである。また、両親を淋しがった りし
て、スキーをあまりやらない子供達が多い。ブルークボーゲンができると、子供達はグリ ーン
ポスンに上がることが出来る。ここでは、プルークボーゲンで滑り込み、滑走スピードをアッ
プさせ、中斜面を降りることができ、ターン後半に内スキーのエッジの切り換えが僅かに見ら
れる狭いハの字で滑れる様にするということが目標である。 ここでは、滑走スピードを上げる
ために、緩斜面で「警官と泥棒jという教材がある。これは、1人が泥棒役となって、もう一
人が警官となって、泥棒を追い掛けるというゲームであるが、これによって、子供達の滑走ス
ピードを自然と向上させることができる。また、子供達もこのゲームが非常に好きで、 何度も
やりたがる。この様に、子供達にスキーを教える際に、日本のスキー学校で多く見られる様に
一人、 一人滑らせて、注意するといった方法ではなく 、ほとんど、子供達が楽しみながら行え
る様な、色々なゲームや遊びを通して、スキーに親しませ、知らず知らずの内に上達させると
いう方法をとっており、見習う点が多い。各段階に技術的な目標がしっかりと定められ、それ
を実現する事の出来る様なゲームが多数考え出されている。
また、 子供達にハの字を作ることを指導する際に「MakepizzaJ （ピザを作り ましょう）と
か、子供がイメージしやすく楽しみながらできる様に指導用語も工夫されている。また、スキ
ー技術のためのゲームばかりではなく 、レッスンの初めや休憩時間に子供達の注意を引くよ
う、楽しめる様に、いろいろなゲームや手あそびなども行われている。また、子供の場合は、
ホワイト コアラ、グリーンポッスンという初級レベルではスト ックを持たせないことも特徴の
一つである。初級段階ではス トックを効果的に使うことができず、かえってスキー操作の邪魔
をしたり、 ストックに頼ってしまって、脚のしっかりした動作が出来ないということがその理
由と思われる。登りや移動の際は多少の困難はあるが、見ていると、脚による しっかりとした
スキー操作を身につけ、リ ラックスした上体、腕の構えをとることができていた。大人の場合
はス トックを持って指導する。
v スキースクールの組織
スキー スクールは校長（B巴mdGreber，オースト リア人） がト ップにおり、各部署のチーフ
であるスーパーパイザーが4名いる。「レース」部門を担当する教師は決められているが、他の
部門に関しては全インス トラクターが流動的に受け持つ。 インス トラクターは常勤が75名前後
（うち、日本人が2名）、週末には他に仕事を持っている非常勤と合わせて150名前後の教師が
稼働する。各チーフもオーストリア人が多く 、全体では、15名程度のオース トリア人が働いて
いる。彼らは、オーストリ アの中でも トップクラスに位置するデモンス トレー ターである。他
に、スイス、フランス、アメリ カなどからもインストラクターが来ていた。オース トラリアの
インスト ラクターも夏はヨーロッパ、アメリカ、日本などに働きに行っている人が多いようで
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ある。
稼働ローテーションは日によって変り、校長が各チーフの意見を聞いて前日に決定される。
これは、コンピュ ターー管理となっており、 教師控え室にコンピューターがあり、各教師はそ
れをチェック し、自分の稼動を確認するというシステムがとられている。日本では、まだ、こ
のようなシステムは多くのスキー学校では行われていないと思われる。
日曜日などの忙しい日は、朝の9: 00～10: 00までプライベートレッスンを行い、10:00～ 
12: 00までキッズのレッスンを行い、12:（〕O～ 1: 00までまたプライベート レッスンを行い、
30分の昼食の後、13:30～15: 30までまたキッズを行い、15:30～16: 30までまたプライベー
トレッスンを行うという、1日7時間も働く人もいる。
ミー ティングは毎週月曜日の朝8: 30から15～20分程、校長からの連絡事項や注意事項に続
いて、各チーフからの連絡が行われる。 また、時々、レッスン以外に、「キッズ」コースクリニ
ック、マーケテイング、ゲス トサービスなどの室内における講義や、 ゲレンデ上でのトレー ニ
ングなども行われる。
給料は、週給制で、時給計算である。 中程度のレベルの教師の場合は、時給16.5Aドルで、
実際の指導以外の他の仕事や、 ポールやマットなどのセッテイングや後片付け、 スキースター
ルの掃除などといったものを行った場合は時給12Aドルである。 そして、週25時間が最低保証
である。 約週30時間位が平均である。多い人は40時間位働く人もいる。税金は約30%と非常に
高い。プライベートレッスンの指名があっても給料は同じである。このスキースクールを見て
感じたことは、非常に良く組織化されていて良いということである。
U 寮
寮費は一週間140Aドル。3食込みである。 1部屋4人で、2段ベットが2つ置いである。
食事は、朝は、 シリアル、 トー スト を自分の好みによって選び、他に希望があれば、目玉焼
き、スクラムブルエッグなどの卵料理を作ってく れる。畳は、スープが日替わりであり、その
他にラザニア、パイ、ホッ トドックなどといった一品料理が毎日替わり、その他に、サラ夕、
マカロニ、ポテ ト、ハム、 チーズなどが毎日用意されている。夜は、一つの皿に、肉料理のメ
インがあり、 それに、ポテ ト、にんじん、プロッコリー、カボチャなどの野菜が付け合わされ
ている。チャーハンやカ レー などの米もでるそうだが、魚料理は少ないらしい。毎日、ケーキ
やアイスクリームなどのデザートが用意されている。フルーツ、牛乳、ヨー グルトなどはいつ
でもセルフサービスで自由に食べることができ、インス トラクターの健康管理が十分にされて
いる。
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w まとめ
Mt.Bullerスキー場における特徴的な点、およびわが国においても見習うべきと思われる点を
以下にま とめる。
1 ) 日本における一般的なレッスン時間は10:00～12: 00、1: 00～3: 00の一日4時間
が一般的であるが、 ここでは、 9:00～11 : 00、1: 00～13: 00、13:30～15: 30とい
うように、1日6時間行うことができ、顧客がより多くのレッスンを受験することが
可能であり、また、スキーインストラクター自身の給料も多く保証することができ
る。
2) 初心者を対象として、無料レッス ンを受講する ことができるシステムをとってお
り、これにより、初心者が効率よ く上達することができ、無謀な暴走などによる事故
が防げる。
3) 子供のレッスンシステムが発達している。 日本では、5歳以下の指導はまれである
が、ここでは、専用のゲレンデ、部屋、 マットなどを使用 し、安全性に十分に考慮
し、しっかりとしたシステムで行われている。また、子供達のレベル分けが、オース
トラリア囲内のスキー場で統ーされている点もすばらしい点である。さらに、子供を
指導する際の指導用語 ・教材・ゲームが充実している。
4) スキー学校の組織化がしっかりと行われ、稼動システムはコンピューターにより管
理され、手軽に自分の稼動を見ることができる。また、スキーインス トラクターの教
育も別時間にしっかりと行われており 、インス トラクタ一自身も 「プロ意識Jが強
く、また、その職に誇り をもっている。
5) インス トラクターの健康管理には十分に気をつけて、 充実した食事が提供されてい
る。
謝辞
本研究を行うにあたり、 平成12年度北海道浅井学園大学特別研究費の助成をうけ、おこなう
ことができたことに感謝の意を表す。また、聞き取り調査に協力していただいた、Mt.Bulerス
キー場の校長であるBerndGreberを始め、 多く のスキーインストラクターの方々に感謝の意を
表し、また、彼らのますますの発展を祈念する。
